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1 ．目的
　AMG（上尾中央医科グループ）放射線部では
放射線科の目標・技師個人の目標・技師の能力評
価（ラダー）の管理運用を行っており、当院　放
射線科におけるその取り組みについて紹介する。

2 ．方法
　まず放射線科の年度目標を、病院理念や病院の
年度目標、AMG 放射線部の目標を参考にしなが
ら立案します。この放射線科の年度目標を立てる
にあたって具体的な数値目標などを上げると客観
的な評価が可能となります（図 1）。

　技師の職能評価（ラダー）については、放射線
科業務全般に関する評価や、各モダリティの習熟
度を客観的に評価する項目を策定し、中間と年度
末の年 2 回自己評価と上司評価が行えるように
フォーマットを作成して使用しています。
　また評価の段階は、初心者のジュニアレベル・
中級者のシニアレベル・指導者の専門レベルの 3
段階にわけて自分がどのレベルか判定できるよう
にしてあります（図 2）。

　この放射線科年度目標と個人の職能評価（ラ
ダー）をもとに、各個人が年度目標を立てて業務
に取り組んでいます。個人目標は、モダリティ別
に具体的な目標と達成基準、放射線科や病院業務
に関する目標、認定資格などに関する目標の 3項
目としています。これらを自分で設定し、達成期
間も決めることで個人の目標意欲も高まります

（図 3）。

3 ．結果・結語
　3 月・4 月に放射線科年度目標と個人目標を立
て、8 月・9 月に中間のラダー評価と個人面談に
て目標管理、2 月・3 月に年度末のラダー評価と
個人面談にて目標の最終評価を行って、次年度の
目標に繋げるという PDCA サイクルを構築する
ことができました。ラダーも目標も客観的な評価
を可能としたことで、個人の業務への意欲向上に
繋がり、評価者も評価がはっきりとできるように
なりました。
　特にこの職能評価（ラダー）は、個人の現在の
技量を判定するだけでなく、新人や新しいモダリ
ティを勉強する時の習得すべき具体的目標として
使用することも可能です。今後は、認定資格など
も組み入れ、より総合的な評価が可能なものに仕
上げたいと考えています。またこのような評価方
法が広がり定着することを期待したいと思いま
す。

�　放射線科における質の確保について考える

AMG　越谷誠和病院
◯笹川　拓也

図 1：放射線科　年度目標例

図 2：職能評価（ラダー）例

図 3：個人年度目標例


